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これを利用してきた (Eisenberg，Fabes， Murphy， 





(Derryberry & Rothbart， 1997; Rothbart， Ellis， 







なされている(Liew，2012 ; McClelland & Cameron， 










































チ (privatespeech)の用語で (Kohlberg，Yaeger， 
& Hjertholm， 1969)，ヴィゴツキ一理論に基づいた
ひとりごとの研究が多数行われた (Diaz& Berk， 
1992)。







また， Winsler， Diaz， Atencio， McCarthy， & Adams 



























































































































































































向を示した (r、=.41; .39， Pく.10)。また，年中時の活
動性は質問による誤答と正の (r，=.52，pく05)，次元ミ








正答試行数 4.86 2.01 
エラー試行数 質問 1.29 1.62 
次元ミス 0.81 1.08 
数え間違い 0.90 0.83 
発話を伴った試行数ターゲ、ツトの復唱 2.81 2.50 




復唱し正答した試行数 1.95 2.27 
力ウンティングし正答した試行数 2.62 2.36 
復唱し次元ミスとなった試行数 0.29 0.46 
カウンティングし数え間違った試行数 0.90 0.83 
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ほど，ターゲットを自発的に復唱することが多い傾向





05) ，年中時の転導性と負の相関 (r，=一.51. p<. 05)を
示した。ターゲットを自発的に復唱しながら次元ミス
による誤答となった試行数は，年少時の集中と負の相
関 (r，=-.43， p<. 05)を示したが，年中1寺の評定とは関
連しなかった。さらに，カウンティングしながら数え
間違えた試行数は，年少時及び年中時の転導性と正の


















集中 3.71 1.06 3.76 1.00 58 * 
活動性 3目67 1.1 3.67 1.15 67 * 
抑制制御 3目38 0.86 3.52 0.81 .21 n.s. 
目標指向性 3.43 0.98 3.62 1.12 25 n.s 




①遊び継続 4.48 7.85 
②片づけ・自分 4.67 5.53 
③片づけ・他児 4.71 7.07 
④伝達 0.19 0.51 
⑤うろうろ 6.29 6.23 
⑥たたずむ 7.71 5.89 










































集中 活動 担制 白星 転重 集中 活動 抑制 目標 転差
正答数 33 .09 .33 12 .ー23 .02 -.01 .17 一.04 一.54本
質問 -.34 .34 .29 18 .08 .09 .52 * 13 0ー6 1 
次元ミス 02 2ー2 .ー23 1ー6 16 .00 一.39+ー27 02 20 
数え間違い 2ー8 0ー8 .29 -.12 .39 + .13 05 .05 -.15 .41 + 
復唱 .ー22 .25 .03 .38 + 20 .05 18 .07 -.11 .ー44* 
カウンティング .06 .14 .09 .04 34 2ー9 -.12 1 .21 .35 
復唱/正答 .02 .22 .08 .43本 18 一ー04 14 09 一ー08 一.51本
カウント/正答 .24 -.17 .17 12 36 .25 2ー2 10 1ー .14 
復唱/次元ミス 一.43* .28 .03 07 .15 一.25 34 08 一.20 .10 
カウント/数え間違 .28 0ー8 一司29 1ー2 .39 + 一.13 .05 一.05 -.15 .41 + 
遊び継続 .14 -.31 -.02 .23 04 .07 -.15 1ー0 .23 .13 
片づけ・自分 1ー -.02 -.06 -.14 35 -.24 一.09 .07 -.18 .01 
片づけ・他児 .09 .21 .22 .33 .21 .35 .24 .20 .43 + .ー30
うろうろ -.51本 .40 +ー29 .15 .10 1ー6 .41 + .09 .07 .02 
たたずむ .41 + .01 .35 .06 一.35 09 -.19 一.06 -.12 .1 
新たな遊び .35 .34 .ー18 .03 一.25 -.16 .28 2ー9 .ー04 .21 
* p<.05. * pく.01
表6 片付け場面行動とDCS課題の諸変数の順位相関 表7 片付け場面行動とDCS課題の組み合わせ変数の順位相関
正答 エフー エラー エラー カウン 復唱/正答 カウント/正復唱/次π カウント/
数 (賃 (次元ミ (数え閑 復唱 イーング 答 ミス 数え間違い問) ス) 違い) 遊び継続 .09 .08 -.21 .17 
遊び継続 一.09 一16 26 17 -.02 21 片づけ・自分 .48 * 27 .16 .06 片づけ・自分 .17 一10 -.17 06 36 09 片づけ・他児 .13 。 目02 一.25
片づけ・他児 .21 12 -.36 2ー5 .05 01 うろうろ 一.13 一.12 .49 * .32 うろうろ -.53 * 43 + .01 32 -.03 1 たたずむたたずむ 一.23 .15 一.20 .01 07 .28 13 .01 -.29 .06 
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